
 

⽇本出版貿易から Session 5: Resource providers I でご紹介する４タイトルは以下の通りです 

江⼾東京 庶⺠信仰事典 
https://www.kokusho.co.jp/np/isbn/9784336075659/ 

 

旧版地形図類の基礎的研究 
https://www.sogensha.co.jp/book/b10137692.html 

 

和英対照 ⽇本視覚⽂化⽤語辞典 
A DICTIONARY OF JAPANESE VISUAL CULTURE TERMS 

https://www.tokyo-bijutsu.co.jp/np/isbn/9784808713430/ 
 

未来世界を哲学する 全 12 巻 
https://www.maruzen-publishing.co.jp/news/n112794.html 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.kokusho.co.jp/np/isbn/9784336075659/ 
https://www.kokusho.co.jp/img/cover_i1/9784336075659.jpg 

東京には江⼾の名残を残す庶⺠の信仰スポットが多く残っているそうです。この本では、稲荷や地蔵、⽯仏・⽯塔から、幽霊の供養碑まで、妖怪や
幽霊の噂の残る場所、東京の庶⺠信仰スポット約 500 件の縁起、迷信・俗信、御利益を、700 枚を超える写真とともに解説します。  

名所巡りのガイドブック的な本ですが、事典としても役⽴ちます。紙/MeL、どちらも⼊⼿可能。国書刊⾏会 4,500 円 

江⼾東京 庶⺠信仰事典 



 
 
 
 
 

 
 

                    https://www.sogensha.co.jp/book/b10137692.html   
 

⽇本近代の地図と地域変容把握の指標となる図書館様向けの基本図書です。とりわけ、沖縄、台湾、朝鮮、樺太・千島に作製された地形図の全体像
をも究明しているので、これらの地域や植⺠地の研究にも役⽴つ⼀冊です。紙/MeL、どちらも⼊⼿可能。 創元社 28,000 円 

旧版地形図類の基礎的研究 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

•  
                  https://www.tokyo-bijutsu.co.jp/np/isbn/9784808713430/ 

 
⽇本語と英語、バイリンガルの辞典です。版元の東京美術で、企画、編集から１０年以上の歳⽉をかけ、ようやく今年刊⾏となりました。 

網羅している内容は、ファインアートから芸能、マンガ・アニメなどのサブカルチャーまで、美術史・⽂化史分野・美学・芸術学で使⽤される 1 万
を超える⽤語を幅広く掲載。古代から現代までの美術を核とした⽇本の視覚⽂化を知るための唯⼀無⼆のバイリンガル辞典です。 

こちらは、電⼦版はなく紙版のみの販売となります。東京美術 88,000 円 

和英対照 ⽇本視覚⽂化⽤語辞典 
A DICTIONARY OF JAPANESE VISUAL CULTURE TERMS 



 
 
 
 
 

 
 

• https://www.maruzen-publishing.co.jp/news/n112794.html 
 

丸善出版から、全 12 巻刊⾏予定のシリーズ「未来世界を哲学する」、現在、7 冊が刊⾏。残りも年内には刊⾏予定、 
中学⽣から読める哲学書ではありますが、現代社会は、地球温暖化、デジタル化、⼈⼝⾼齢化などによって、経済・公共・⽂化のあらゆる領域で⼤
きく変わり、従来の思考の枠組みでは対応できないような課題群に直⾯しています。哲学・思想に関わる⼈⽂学・社会科学系の研究に、未来世界を
考えるためのヒントになる全 12 巻です。⽇本研究を始め⽅々におススメです。各巻、単巻でもご購⼊いただけます。紙/MeL、どちらも⼊⼿可能  

丸善出版 各 2,400 円 
 

ご紹介した本は、図書館様向けの弊社サイト、JPT BOOK NEWS サイトにも掲載しております。 
https://jptbooknews.jptco.co.jp/ 

未来世界を哲学する 全 12 巻 


